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令和２年度原子力規制検査（核物質防護）における検査指摘事項の重要度の暫

定評価について（核物質防護設備の機能の一部喪失について）（通知） 

 

 

 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和３２年法律第１６６号）第

６１条の２の２に基づき実施した原子力規制検査（令和３年２月２１日、同年２月２４日か

ら２６日まで及び同年３月３日から４日まで）における指摘事項の重要度を「赤」と暫定評

価しましたので、通知します。 

 

この暫定評価について意見がある場合は、この通知のあった日の翌日から起算して７日以

内（期限：３月２３日まで）に、書面により意見聴取会の開催を要求することができます。

また、意見聴取会の開催の要求に代えて書面により意見を提出することができます。 

 

 なお、期限までに回答がない場合においては、通知のあった日付でこの暫定評価を最終的

な重要度評価とします。 

 

（参考資料：SERP 評価書「原子力規制検査における指摘事項に関する重要度の評価結果（非

公開）」） 


